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坂本善三美術館と人々をつなぐ新しい風となるような若手作家を

紹介する「シリーズアートの風」では、類まれなる健脚と根性を生かし

た衝撃作品を発表し続ける若木くるみさんの展覧会を開催します。

この展覧会は、30日間の会期中、若木さんが毎日一つずつ作品

プランを提案・制作。毎日違う作品が公開で制作されます。作品

と言っても、版画や絵だけでなくパフォーマンスや立体表現など、表

現方法はさまざま。普段は見ることができない、でも本当は一番そこ

がおもしろい、企画や制作の場面に立ち会うことができます。

また、来館者の皆さんからの企画も募集します。若木さんが毎日七

転八倒しながら作品を作り上げていく様子は必見です。「若木くる

みの制作道場」は入場無料。ぜひこの夏は何度も美術館をのぞき

に来てください。

 

開館時間　9：00～17：00　　

休館日　月曜日(祝日の場合は翌日）

入館料　　一般500円　高・大生400円　小・中生200円

問小国町黒渕2877　☎0967-46-5732

シリーズアートの風vol.3
7/30(火)～9/1(日)

坂本善三美術館

人形ではありません。
よ～くみると･･･人です。



　

髙
野
さ
ん
は
、昭
和
37
年
に
小
国
町
消

防
団
入
団
以
来
、33
年
余
り
の
永
き
に
わ

た
り
消
防
団
員
と
し
て
町
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
と
と
も
に
、崇
高
な
使
命
感
を

持
た
れ
消
防
団
活
動
に
従
事
。ま
た
平
成

３
年
か
ら
の
４
年
間
は
消
防
団
副
団
長
と

し
て
団
員
の
教
育
指
導
等
に
尽
力
し
た
等

の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、今
回
春
の
叙
勲
で

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。６
月

７
日
に
熊
本
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
平
成
25

年
春
の
叙
勲
知
事
伝
達
式
で
は
蒲
島
郁
夫

知
事
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
野
勲
さ
ん
、受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

室
原
さ
ん
は
、昭
和
55
年
４
月
に
小
国

警
察
署
長
か
ら
少
年
補
導
員
と
し
て
の
委

嘱
を
受
け
て
以
来
、定
期
的
な
街
頭
補
導

活
動
を
は
じ
め
、各
種
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、少
年
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成

活
動
に
貢
献
、さ
ら
に
は
、小
国
ゆ
う
き
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
設
立
し
、同
隊
の
隊
長
を
務

め
る
な
ど
地
域
安
全
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
労
が
認
め
ら
れ
、今
回
の

栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

杉
本
さ
ん
は
、平
成
21
年
４
月
に
小
国

警
察
署
長
か
ら
少
年
補
導
員
と
し
て
の
委

嘱
を
受
け
て
以
来
、定
期
的
な
街
頭
補
導

活
動
を
は
じ
め
、各
種
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、少
年
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成

活
動
に
貢
献
。さ
ら
に
は
、小
国
ゆ
う
き
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
隊
員
と
し
て
地
域
安
全
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
労
が
認
め
ら
れ
、今
回
の

栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

松
本
和
昭
さ
ん
が
、環
境
に
優
し
い
取

り
組
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
践
す
る「
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」に
再
委
嘱

さ
れ
、蒲
島
郁
夫
知
事
の
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。県
庁
で
行
わ
れ
た
交
付
式

で
は
、県
環
境
生
活
部
長
が「
足
元
か
ら
一

人
ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
事
。

き
っ
か
け
づ
く
り
に
協
力
し
て
欲
し
い
」と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

推
進
員
は
、イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
温
暖
化

防
止
策
の
啓
発
を
図
り
、自
ら
計
画
し
た

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
普
及
活
動
等

を
行
い
ま
す
。任
期
は
２
０
１
３
年
４
月

か
ら
３
年
間
で
す
。

春
の
叙
勲
（
瑞
宝
単
光
章
）
受
章

元
小
国
町
消
防
団
副
団
長

　
　

髙　

野　
　

勲　

さ
ん

少
年
補
導
功
労
者　

栄
誉
金
章

　
　
　
（
全
国
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）

　
　
　

室　

原　

正　

英　

さ
ん

防
犯
功
労
者
表
彰（
熊
本
県
防
犯
協
会
連
合
会
）

少
年
補
導
功
労
者
表
彰

　
　
（
熊
本
県
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

　
　
　

杉　

本　

い　

よ　

さ
ん

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　
　
　
　

松
本
和
昭
さ
ん
（
上
田
）

北里柴三郎記念館
2013年
7月20日㈯北里文庫リニューアルオープン

小
国
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
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下
城
地
区
を
対
象
に
し
た
小
国
町
防
災

避
難
訓
練
を
６
月
９
日
、実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
雨
を
想
定
し
、自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
避
難
訓
練
や
情
報
伝

達
訓
練
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
訓

練
、備
蓄
品
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
昨
年
の
阿
蘇
市
を
中

心
と
し
た
熊
本
広
域
大
水
害
を
機
に
、防

災
に
関
す
る
住
民
の
意
識
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、当
日
は
住
民

３
７
０
人
を
は
じ
め
関
係
者
を
含
め
参
加

者
は
５
百
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
広
域
消
防
北
部
分
署
に
よ
る

応
急
手
当
や
初
期
消
火
の
講
習
、煙
体
験
、

地
元
消
防
団
の
中
継
放
水
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ

め
、多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
良
い

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

下

城

地

区

で

防

災

避

難

訓

練

開

催

8：30災害本部設置 9：30避難開始
10：00旧下城小学校体育館で講習

第23回参議院議員通常選挙

― 投票時間は７：００〜１８：００です ―

― 期日前（不在者）投票 ―

― 投票の方法 ―

投票日当日、仕事やレジャーなどで投票に行けない人は、期日前（不在者）投票ができます。

◎投票所　小国町山村開発センター301号室
◎期　間　7月20日（土）まで
◎時　間　8：30〜20：00
◎その他　投票券（はがき）の裏面に名前等の必要事項を書いてお持ちください。

◎選 挙 区   「候補者氏名」を記入
◎比例代表　「候補者氏名」または「政党名」を記入

投票日は7月21日（日）です！

問　小国町選挙管理委員会（総務課内）　☎46-2111

3 OGUNI 2013.7
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平
成
25
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
が
５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
に
、

ま
た
総
合
文
化
祭
が
５
月
31
日
か
ら
６
月

１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
国
高
校
か

ら
は
総
体
に
ホ
ッ
ケ
ー
部
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
、卓
球
部
、弓
道
部
、女
子
バ
レ
ー
部
、ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、総
文
祭
に
は
吹
奏
楽

部
、美
術
部
、茶
華
道
部
、家
庭
部
、科
学

部
、情
報
処
理
部
、イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
が

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
女
子
バ
レ
ー
部

の
佐
渡
遥
さ
ん（
３
年
）は「
昨
年
ま
で
休

部
状
態
だ
っ
た
が
、今
年
１
年
生
が
４
人

入
部
し
、総
体
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

た
。今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
」

と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

総
体
で
勝
ち
進
ん
だ
男
・
女
ホ
ッ
ケ
ー
部

は
、６
月
15
日
か
ら
17
日
に
小
国
町
林
間

広
場
で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
。

17
日
の
男
女
決
勝
戦
で
は
、野
球
部
を
中

心
に
全
校
生
徒
の
熱
い
声
援
や
元
気
い
っ

ぱ
い
の
応
援
歌
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。そ

の
応
援
に
応
え
て
、男
子
は
優
勝
、女
子
は

準
優
勝
し
、見
事
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
ま
し
た
。　

　

試
合
後
、林
間
広
場
に
は
優
勝
を
祝
福

す
る
全
校
生
の
歌
う
小
国
高
校
校
歌
が
誇

ら
し
く
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
46
回
３
０
０
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
小
国
町
体
育
協
会
主
催
）が
、例
年
の
開

催
よ
り
一
週
間
早
い
５
月
27
日
か
ら
、林
間

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、大
会
２
日
目
が
雨
天
の
た
め

順
延
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
順
調
に
進
み

ま
し
た
。ま
た
、前
大
会
か
ら
参
加
チ
ー
ム

が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、今
大
会
か
ら

Ａ
・
Ｂ
の
２
ラ
ン
ク
制
で
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
。

　

Ａ
ラ
ン
ク
決
勝
戦
は
、昨
年
と
同
じ
顔

合
わ
せ
。連
覇
を
狙
う
黒
一
ス
リ
ー
セ
ブ
ン

と
、前
回
の
借
り
を
返
し
た
い
上
４
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。試
合
は
昨
年
同
様
、投
手

戦
と
な
り
ま
し
た
が
、序
盤
に
得
点
し
た
黒

一
ス
リ
ー
セ
ブ
ン
が
接
戦
の
末
、４
対
２
で

逃
げ
切
り
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
、Ｂ
ラ
ン
ク
決
勝
戦
は
、下
一
ぎ
ん

な
ん
対
倉
原
バ
ッ
カ
ス
と
の
対
戦
。Ａ
ラ
ン

ク
と
は
逆
に
打
撃
戦
と
な
り
、13
対
８
で
下

一
ぎ
ん
な
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、試
合
が
順
調
に
進
ん
だ
こ

と
も
あ
り
棄
権
試
合
も
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。大
会
運
営
委
員
、審
判
員
、各
チ
ー

ム
の
世
話
人
、そ
し
て
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
Ａ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

黒
一
ス
リ
ー
セ
ブ
ン

　
　

準
優
勝　

上
４

　
　
　

３　

位　

北
三

　
　
　
　

３　

位　

宮
５
殿
町

◆
Ｂ
ラ
ン
ク

　

優
勝　

下
一
ぎ
ん
な
ん

　
　

準
優
勝　

倉
原
バ
ッ
カ
ス

　
　
　

３　

位　

ワ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　

３　

位　

宮
３

輝
い
た
総
合
体
育
大
会
、
総
合
文
化
祭

　
　
　

そ
し
て
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

　
　
　

第
46
回 

３
０
０
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男子ホッケー部　優勝

女子ホッケー部　準優勝

全校生徒で熱い応援

話題



 

　

小
国
高
校
の
２
・
３
年
生
を
対
象
に

５
月
23
日
と
６
月
21
日
、
救
急
講
習
を

同
校
体
育
館
で
実
施
し
、
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

訓
練
人
形
を
使
い
、
人
工
呼
吸
と
胸

骨
圧
迫
の
実
技
に
取
り
組
み
、
全
生
徒

が
応
急
手
当
法
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
７
月
12
日
に
受
講
す
る

予
定
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
救
急
講

習
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◎�

野
外
で
の
活
動
、ま
た
は
、閉
め
切
っ

た
風
通
り
の
悪
い
室
内
で
も
熱
中
症

に
な
り
ま
す
。

◎�

喉
が
乾
い
た
と
思
う
前
に
水
分
補
給

を
し
ま
し
ょ
う（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
お

勧
め
し
ま
す
）。

◎�

特
に
気
温
が
高
く
、体
調
が
悪
い
と

き
は
、涼
し
い
場
所
で
の
休
憩
と
、早

め
の
病
院
へ
の
受
診
を
！

※
意
識
が
な
い
時
や
、容
態
が
改
善
し
な

い
と
き
は
、す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く

だ
さ
い
。

小
国
高
校
救
急
講
習

160
熱
中
症
に
注
意

寄
附
の
お
礼

昭
和
28
・
29
年
巳
午
年
還
暦
会
一
同
様
か
ら「
小
国
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」と
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、大
阪
府
茨
木
市
に
お
住
い
の
平
川
勝
様
か
ら
も「
町
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」と
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、そ
の
ご
意
向
に
沿
っ
た
形
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
迎
え
、開
放
感
や
気

の
緩
み
か
ら
非
行
に
走
っ
た
り
、強
制
わ
い

せ
つ
な
ど
の
性
犯
罪
や
児
童
買
春
な
ど
の

被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
、非
行
の「
兆
し
」を

早
期
に
発
見
し
、適
切
な
指
導
を
行
い
非

行
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
非
行
の
兆
し

　
・�

帰
宅
時
間
が
遅
く
な
っ
た
り
、深
夜
外

出
、無
断
外
泊
が
多
く
な
る
。

　
・�

ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落
ち

着
き
が
な
く
な
る
。

　
・�

付
き
合
う
友
達
が
変
わ
り
、服
装
が
派

手
に
な
っ
た
り
、化
粧
を
す
る
。

　
・
携
帯
電
話
の
使
用
時
間
が
長
く
な
る
。

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

222

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

夏
休
み
に
お
け
る
少
年
の
非
行
防
止

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
利
用
の

　
　
　
　
　
　

詐
欺
に
注
意
！

※
一
人
で
判
断
せ
ず
に

　
　
　「
家
族
、警
察
」に
相
談
を
※

　

未
公
開
株
や
社
債
、商
品
相
場
、外
国

通
貨
、事
業
へ
の
投
資
話
な
ど
様
々
な
利

殖
関
係
の
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
債
を
購
入
す
る
た
め
に
名

義
を
貸
し
て
欲
し
い
」と
電
話
を
し
て
き

て
、そ
の
後
、「
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
。あ
な

た
に
も
責
任
が
あ
る
の
で
被
害
金
を
補

て
ん
す
る
た
め
に
金
を
送
れ
。後
で
金
は

返
す
」と
言
い
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の
送
金

を
要
求
す
る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎�

安
易
な
儲
け
話
は
キ
ッ
パ
リ
と
断
り
、

ト
ラ
ブ
ル
を
感
じ
た
ら
、一
人
で
悩
ま

ず
相
談
を
！

◎�

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現
金
を
送
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
の
街
・
小
国
郷
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子育てカレンダー
 カ �カンガルーのぽっけ　　　　　問子育て支援拠点��　☎�46-6656
 パラソル �パラソルセンター　　　���問パラソルセンター　☎�46-5720
 開発 �開発センター

★自由遊び  カ  � 9：00～15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

7/16(火)　7/17(水)　7/22(月)　7/23(火)　7/25(木)
7/29(月)　7/30(火)　8/1(木)　  8/5(月)　8/6(火) 
8/8(木)　  8/12(月)　8/13(火)

★ぽっけの日  カ  � 11：00～
7/18(木)  絵本とあそぼう！　小国町図書館集合
　　　　　マンドリン・ギター演奏・紙芝居・
　　　　　絵本読み聞かせなど
8/2(金)　 川あそび
　　　　   北里河川公園(現地集合)雨天時中止
8/15(木)  水あそび   カ  �10:00～

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル  � 9：00～11：30
7/28(日)　　8/10(土)

★なかよしくまさん  パラソル  ���10：00～12：00
7/25(木)　ハッピーカフェ（7月の誕生会 ）
8/8(木) 　 手作りおやつ作り（要予約）

★その他
7/19(金)　ほっと・カフェ カ  �13:30～
7/22(月)　第14回児童館こどもまつり
7/26(金)　北里保育園お楽しみ会参加10:45～移動
8/7(水)　  ブック・スタート 開発 13:30～

《ママ主催リサイクルバザー》
ご協力ありがとうございました。ご要望によりカンガルー
でいつでもバザー品の受付・販売を行っています。お気
軽にご利用ください。
子どもの「育つ力」を育むひとこと
　「お手伝いをしたいな」。そんな子どもたちの気持ち
を大切にして、お手伝いを頼んでみませんか？　たとえ
手間が掛かっても子どもの気持ちに応え、小さなことで
も「ありがとう」「たすかった」と心のこもった言葉をかけ
ると、子どもたちは大好きな家族の役に立てた嬉しさで
前向きな思いを抱くようになります。「ありがとう」の言葉
と笑顔は子どもたちの心を優しく包み、幸せな気持ちで
いっぱいにすることでしょう。

『子育ち』…「 子どもの育ちを中心に、大人が一緒に育つ」と
いう新しい言葉

子育ちコーナー

心／姜尚中
「生きろ―　君を励ますつもりで、君に
励まされていたのかもしれない」。ひそ
かに心に傷を負った大学教授が、偶然出
会った大学生・直広。愛と死に悩む直広
とメールを交わすうちに、自身の傷をも
癒されていくのを感じる。作者自身の体
験や取材をベースに、苦難の時代に生き
る若者に真剣に向き合った小説。

ランチのあっこちゃん／
柚木麻子
ひょんなことから有能な上司「アッコ女
史」とランチの交換をすることになっ
た派遣社員のＯＬ・三智子。彼女がアッコ
ちゃんにお弁当を作り、代わりにアッコ
ちゃんの一週間の外食ランチを経験する
と言う風変わりな日常が描かれる。仕事
で疲れた心も癒され、読むだけで元気に
なれるビタミン小説。

あなたが知らない
熊本県の歴史／山本博文
熊本県域は日本一の装飾古墳数を誇り、古
くから文化先進地だった。古代にはヤマト政
権の古代山城「鞠智城」が築かれた軍事的拠
点であり、鎌倉時代には蒙古襲来で肥後御
家人が活躍。戦国末期には阿蘇・菊池・相良
氏に代わって加藤清正が登場するなど、魅
力あふれる熊本県の歴史を紹介した一冊。

なつのおとずれ／
かがくいひろし
気象予報士のかたつむりが「梅雨明けは
もうすぐでしょう」とＴＶで伝えると、太陽
が「それではそろそろ…」とみんなに知ら
せる。すると、擬人化した夏の風物詩たち
が登場して、夏に向かって一斉に駆け出
す。梅雨明けから夏までをユーモアいっ
ぱいに描いた絵本。

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

本着新 内案ご
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～ 守っていきたいわがまちの景観と人々 ～

　毎年7月に行われる『御田祭』。阿蘇大明神が阿蘇開拓と農耕の道をおひろめになった御徳をたたえ、年々
の豊作を祈るもので、藩政時代には細川侯の名代が参向した唯一の祭りであり、明治以降も本社の例祭とさ
れている重要な祭りとして、阿蘇に住む人々の営みに深く結びついています。
　神幸行列にはお伴として、神々の昼飯持ちである白衣の宇奈利（うなり）、獅子、田楽、早乙女、四基の
神輿、田植人形などが神幸門から出立、阿蘇の田畑を巡り、途中ではおんだ歌がうたわれ、還御門に戻って
きます。�青々とした阿蘇の田園風景の中を、古式ゆかしくゆったりと進む神幸絵巻は、盛夏の阿蘇谷に「え
にしのかげろう」を見るような感激を与えてくれます。

　今年5月末現在、世界遺産は計962件登録されています。その内訳
は、文化遺産が745件、自然遺産が188件、2つを併せた複合遺産が29
件となっています。ちなみに、日本は計16件が世界遺産に登録されて
おり、登録数で世界14位となっています。
　阿蘇は現在世界文化遺産登録を目指していますが、登録を実現させ
るためには、745件もある世界文化遺産に負けない「阿蘇だけの世界
に誇れる価値」を証明することが必要です。
　この価値の証明や将来に亘る保護措置の確立は容易ではありません
が、阿蘇の草原や景観についての調査検討、貴重な文化財の指定や保
護により、確実に歩みを進めているところです。

　　　「御田祭と阿蘇谷の田園が織りなす景観」　　　　　　　　担当：阿蘇市

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」－世界遺産の「数」について－

坂本善三美術館で、新しい展覧会が始まりました

小国郷人権教育研究協議会講演会が開催されました

　坂本善三先生は、日本に古くから伝わるものの形を作品のモチーフとし

て描いていますが、実際に古い道具類のコレクターでもありました。益子焼

の火鉢、久留米絣、蛸壺、大鋸などといったコレクションは、善三美術館

に遺品として収蔵されています。

　この展覧会では、善三先生が好きだったものを作品と共に展示します。

先生の作品の秘密が、ちょっぴり垣間見えるかもしれません。

　そして、忘れてはならないのが善三先生のトレードマークでもあった煙草と

コーヒー。煙草のお好みの銘柄は、ゴールデンバットやハイライト。コーヒー

は、ブラジルだったそう。

　この展覧会をとおして、普段の善三先生の姿を想像してみませんか？

　小国郷人権教育研究協議会講演会が６月５日、南小国町自然休

養村管理センターで、講師に九州ルーテル学院大学の大畑誠也先生

を迎えて開催されました。

　この講演会で先生は、これまで実践してきたことを身振り手振りを入れな

がら分かりやすく話されました。

　当日は、両町の教職員を始め、行政関係者約120人の参加があり途

中、笑いありの和やかな雰囲気の中にも、気づかされる事柄など再確認

ができ、参加者にとっては、すぐに実践に移せる内容のお話でした。

「善三先生の好きなもの
　　　―画家の愛した形―」
７月11日（木）～10月14日（祝・月）

演題「人権はお互いに認め合うことから」

参照：外務省ホームページ（キッズ向けの様々なランキングが載っています）　http://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/ranking/isan.html
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梅
雨
時
期
に
入
っ
た
も
の
の
雨
が
降

ら
な
い
日
々
が
続
き
、今
の
と
こ
ろ
入
荷

も
安
定
し
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
は
大
雨
災
害
等
も
発
生
し
、ま

た
木
材
価
格
低
迷
の
た
め
出
材
・
販
売

見
送
り
を
実
施
し
調
整
を
行
い
ま
し
た

が
、本
年
度
は
計
画
的
に
出
材
・
販
売
に

努
め
ま
す
。

　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
消
費
増
税
を

前
に
、少
し
ず
つ
動
き
始
め
て
い
ま
す

が
、木
材
価
格
に
は
、ま
だ
反
映
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。今
後
も
皆
さ
ん
の
ご

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
記
念
市
な

ど
も
開
催
し
、有
利
販
売
が
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
の
で
、更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
事
業
も
５
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
、当
組
合
の
利
益
も

確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。組
合

員
を
始
め
と
す
る
林
家
の
皆
さ
ん
に
は

ご
協
力
を
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
成
２
５
年
度
総
代
会
を
左
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。多
く
の
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
開
催
日

　

７
月
30
日（
火
）午
前
９
時
30
分

◎
開
催
場
所

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー

��

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、台
風
や
大
雨
に

よ
る
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
山　

林

・�

台
風
で
木
が
幹
折
れ
、根
返
り
し
た
。

・�

豪
雨
、洪
水
に
よ
る
土
砂
崩
れ
・
陥
没
。

◎
作
業
道

・�

法
面
が
崩
壊
し
て
い
る
。

・���

敷
き
砂
利
や
路
面
の
土
が
流
さ
れ
て

い
る
。通
行
で
き
な
い
。

��

こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、森
林
組
合（
☎
46ｰ

２
４
１
１
）ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

172

木
材
価
格
の
状
況

平
成
25
年
度
総
代
会
開
催
！

災
害
に
つ
い
て

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 6月3日 6月17日

販　売　数　量 1,063㎥ 1,107㎥

販　売　金　額 9,231千円 9,775千円

総　　平　　均 8,686円 8,828円
樹
種
長さ 直�径

直材平
均

直材高
値

直材平
均

直材高
値

杉

4m 9～13 7,900 7,990 6,470 7,190
〃 14 10,750 11,690 9,250 10,390
〃 16～18 12,060 13,590 11,740 13,910
〃 20～22 12,300 14,910 12,460 15,300
〃 24～28 14.190 16,390 13,980 16,100
〃 30cm上 16,680 21,000 14,930 17,810
3m �9～13 ���6,700 ���6,700 7,290 7,290
〃 14 10,810 10,810 9,310 9,310
〃 16～18 11,200 13,390 11,170 12,800
〃 20～22 11.680 13,800 13,000 13,800
〃 24～28 13,900 13,900 13,400 14,600
〃 30cm上 14,810 14,810 14,470 15,300
2m 16cm上 4,100 4,100 4,100 4,100
6m 14～18 ― ― ―   ―   
〃 20～28 17,000 17,000 ―��� ―���
〃 30cm上 ―   ―   ―��� ―���

桧
4m 10～16 ―   ―   9,930 16,100
〃 18cm上 ―   ―   19,530 22,000
6m 30cm上 ―   ―   ―��� ―���

5/30　阿蘇地域
「世界農業遺産」に認定！

　阿蘇地域では、あか牛の
放牧や野焼きなど多様な農
業生産が行われており、世
界に類を見ない美しい草原
が保持されています。広大
な草原に希少な草原性動植
物が生息していることや阿
蘇地域に伝統的な農耕文化
が残されていることなどが
国際的に高く評価されまし
た。これから、世界農業遺
産を農業振興や観光振興に
活用することで活性化が期
待され、また野焼きなどの
関心が高まり草原維持が期
待できます。

小国家畜市場結果
開催日:平成25年6月5日

品　種 種　別 今回取引頭数
平均取引価格（円）

今　回 前　回 増　減

あか
雌 13 340,200 372,588 �△32,388

去　勢 23 404,387 410,865 △6,478

黒
雌 10 354,165 330,400 �23,765

去　勢 12 427,438 374,456 �52,982

計 58 − − −
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小
国
公
立
病
院
・
お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設
で
、広
報
委
員
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。医
療
の
現
場
は
、そ

の
専
門
性
か
ら
閉
鎖
的
に
な
り
や
す
く
、利
用
者
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
間
に
溝
が
で
き
や
す
い
も
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
医
療
フ
タ
ッ
フ
不
足
が
深
刻
な
小
国
郷
で
は
、こ
の
溝
を
埋
め
て

い
か
な
け
れ
ば
、医
療
そ
の
も
の
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。わ
が
広
報
委
員
会
は
、こ
の
溝
を
埋
め

る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、小
国
郷
の
み
な
さ
ん
に
、地
元
の
医
療
の
現
場
を
知
っ
て
頂
き
、よ
り
親
し
み
の
持
て
る
施

設
に
な
る
よ
う
、様
々
な
形
で
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
に
よ
り
近
い
医
療
施
設
へ
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
長　
片
岡
恵
一
郎

（
内
科
・
循
環
器
科
医
師
）

小
国
公
立
病
院�

院
長

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設�

施
設
長

　
　
　
　
　
　

坂
　
本
　
英
　
世

　

今
回
は
、病
院
と
老
健
の
現
状

を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
も
医
師
、看
護
師
、介
護
職

員
の
不
足
は
続
い
て
い
ま
す
。色
々

な
対
策
を
考
え
実
行
し
て
い
ま
す

が
、厳
し
い
状
況
で
す
。機
会
が
あ

れ
ば
、詳
し
く
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、国
の
地
域
医
療
再

生
計
画
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
、

Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
を
予
定
し

て
い
ま
す
。来
年
度
は
、一
昨
年
か

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

検
討
を
進
め
て
き
た
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。導

入
の
際
に
は
、暫
く
外
来
の
数
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ま
で
も
ご
意
見
箱
を
設
置

し
て
い
ま
し
た
が
、よ
り
多
く
の

ご
意
見
を
伺
お
う
と
、く
ま
モ
ン

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
入
っ
た
ご
意
見

箱
を
外
来
と
病
棟
、老
健
に
設
置

し
ま
し
た
。い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
皆
で
検
討
し
、必
要
な
と
こ
ろ

は
改
善
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。ま

た
、ご
意
見
に
対
す
る
病
院
か
ら

の
回
答
も
掲
示
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。ご
意
見
の
中
で
多
い
の
は
、

接
遇
や
待
ち
時
間
、医
師
の
交
代
、

設
備
に
関
す
る
こ
と
で
す
。ご
意
見

に
対
す
る
取
り
組
み
に
関
し
て
も
、

今
後
機
会
を
頂
い
て
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
、職
員
全
体
が
病
院
、老
健
の

運
営
な
ど
に
関
心
を
高
め
つ
つ
あ

り
、様
々
な
意
見
が
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。業
務
改
善
委

員
会
や
接
遇
委
員
会
、医
療
安
全

委
員
会
等
の
活
動
も
、よ
り
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

学
会
や
研
究
会
な
ど
へ
の
参
加
も

積
極
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、よ
り
地
域
に
密
着
し

た
医
療
、す
な
わ
ち
最
近
よ
く
い

わ
れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
じ
め
ま
し
た

小
国
公
立
病
院
、
お
ぐ
に
老
健
施
設
の
現
状

知るほど
　　なるほ

ど！

★

ムカデにかまれたら

　この季節、小国はムカデが多いです
ね。ムカデに咬まれた時に、当院でお勧
めしている対処法を紹介します。
　ムカデ毒は、熱を加え変性させると失
活するといわれています。咬み傷にキバ
が残っている時はそれを抜いてから、周
囲をセッケンでよく洗った後、やけどに
注意しながら、�温水シャワーで43～45℃
（ちょっと熱め）のお湯を皮膚表面にあ
て�20分程度温めると効果があります。経
験的に、冷やすよりもずっと効果が高い
です。これでも痛みがひかない時や腫れ
が強い時、また気分が悪くなった時には、
すぐに病院を受診してください。
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後期高齢者医療の被保険者のみなさんへ
「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新のお知らせ　

「後期高齢者医療限度適用・標準負担減額認定証」の送信手続き等のおしらせ

◎一部負担金の割合

◎新しい保険証は、裏面に臓器提供意思表示ができます

　現在お持ちの保険証（黄色）の有効期限は、7月31日までです。
新しい保険証（オレンジ色）は7月中に簡易書留で郵送するので、8月1日からは新しい保険証（オレンジ色）
を使ってください。新しい保険証（オレンジ色）に記載してある一部負担金の割合は、平成25年度の市町村
民税の課税所得をもとに判定しています。なお、現在お持ちの保険証（黄色）は、8月1日以降に自身で破棄
するか、小国町役場福祉課へ返してください。

　�　臓器提供の意思表示をする際は、ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護のためのシール
を担当窓口に用意しています。詳しくは、小国町役場福祉課へお問合せください。

◎現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（黄色）を持っている人
　�　7月31日で有効期限が切れるので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（オレンジ色）を7月中
に郵送します。8月1日からご使用ください。

◎新しく申請が必要な人
　�　所得区分Ⅰ・Ⅱの人で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を持っていない人は、外来や入院で受
診される際にこの認定証が必要なので、小国町役場福祉課に申請してください。申請には、後期高齢者医
療被保険者証と印かんが必要です。

◎入院・外来時の自己負担限度額と入院時の食事代
　�　所得区分Ⅰ・Ⅱの人で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を持っていない人は、外来や入院で受
診される際にこの認定証が必要なので、小国町役場福祉課に申請してください。申請には、後期高齢者医
療被保険者証と印かんが必要です。

（※）入院期間が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。
問小国町役場　福祉課　健康支援係　☎46-2116

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、市町村民税の
課税所得が145万円以上ある人がいる世帯の被保険者

上記条件に該当しない世帯の被保険者

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

３割

一部負担金の割合は
（病院等での窓口負担）

１割

所得区分 外来＋入院（世帯単位） 入院時の食事代
（１食当たり）外来（個人単位）

現役並み所得者
（145万円以上の課税所得がある後期高齢者医療
被保険者がいる世帯内の被保険者全員）

44,400円
80,100円＋(総医療費
－267,000円）×１％ 260円
4回目から44,400円

一般
（現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の人） 12,000円 44,400円 260円

区分Ⅱ
（世帯の全員が住民税非課税の人（区分Ⅰ以外の
人））

8,000円 24,600円

過去12か月で90日まで
の入院　210円
過去12か月で91日目から
の入院　160円（※）

区分Ⅰ
（世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得
が必要経費・控除（（年金の所得は控除額を80万円
として計算）を差し引いたときに0円となる人））

8,000円 15,000円 100円
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国
民
健
康
保
険
は
、国
民
す
べ
て
が
病

気
や
怪
我
を
し
た
と
き
に
、い
つ
で
も
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。国
保

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、医
療
費
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、保
険
税

を
出
し
合
い
、必
要
な
医
療
費
に
充
て
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

◎
医
療
分

・��

所
得
割　

７
％

・��

均
等
割　

２
万
５
百
円

・��

平
等
割　

２
万
３
千
円

・��

資
産
割�

資
産
税
額
の
27
・
２
％

・��

課
税
限
度
額　

51
万
円

◎
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

・��

所
得
割　

１
・
５
％

・��

均
等
割　

４
千
５
百
円

・��

平
等
割　

５
千
円

・��

資
産
割�

資
産
税
額
の
６
・
８
％

・��

課
税
限
度
額　

14
万
円

◎
介
護
分（
満
40
〜
65
歳
未
満
の
人
の
み
）

・��
所
得
割　

１
・
８
％

・��
均
等
割　

１
万
４
千
円

・��

課
税
限
度
額　

12
万
円

所
得
の
低
い
人
に
対
す
る
軽
減

　

す
で
に
国
保
の
保
険
税
の
軽
減
を
受
け

て
い
る
世
帯
で
、後
期
高
齢
者
制
度
に
よ

り
、後
期
高
齢
者
が
国
保
か
ら
移
行
す
る

こ
と
で
、国
保
の
被
保
険
者
が
減
少
し
て

も
、世
帯
構
成
及
び
収
入
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、５
年
間
は
移
行
前
と
同
様
の
軽
減

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
軽
減
の

該
当
者
は
本
算
定
時
に
、４
月
期
に
遡
っ
て

均
等
割
、平
等
割
が
年
税
額
か
ら
軽
減
さ

れ
て
る
の
で
、改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

平
等
割
額
で
賦
課
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
保
険
税
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
制
度
に
よ
り
、国
保
か
ら

後
期
高
齢
者
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

国
保
の
被
保
険
者
が
一
人
の
世
帯
と
な
る

人
は
、世
帯
別
平
等
割
額
が
５
年
間
２
分

の
１
減
額
。ま
た
平
成
25
年
度
以
降
、継
続

し
て
５
年
経
過
後
も
３
年
間
平
等
割
が
４

分
の
１
減
額
と
な
り
ま
し
た（
軽
減
の
該

当
者
は
本
算
定
時
に
、４
月
期
に
遡
っ
て
均

等
割
、平
等
割
が
年
税
額
か
ら
軽
減
さ
れ

て
い
る
の
で
、改
め
て
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

被
用
者
保
険
の

　
　
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　　

例
え
ば
、夫
婦
二
人
世
帯
で
夫（
75
歳
以

上
）が
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
場
合
、夫
が
後
期
高
齢
者
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、妻
一
人
が
国
保
の

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人（
64
～
74
歳
に
限

る
）は
、国
保
の
保
険
税
が
減
免
に
な

り
ま
す（
該
当
者
に
は
直
接
通
知
し

ま
す
）。

非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減

　　

対
象
者
は
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

に
、会
社
が
倒
産
・
解
雇
等
の
理
由
に
よ
り

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
で
、雇
用
保

険
の
特
定
受
給
資
格
者
・
特
定
理
由
資
格

者
に
該
当
す
る
65
歳
ま
で
の
人
で
す
。保
険

税
の
算
定
及
び
軽
減
判
定
に
お
い
て
使
用

す
る
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
み
な
し
て
算
定
し
、離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
軽
減
し
ま
す
。

国
保
加
入
時
に
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」で
確
認
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、皆
さ
ん
の
協

力
や
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
健
全
に
運
営

さ
れ
る
制
度
で
す
。皆
さ
ん
が
納
め
て
い
て

い
る
保
険
税
と
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
、

町
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
本
算
定
」と
は
、昨
年
中
の
所
得
、本
年
の
固
定
資
産
税
、今
現
在
の
被
保

険
者
数
等
で
、今
年
度
の
保
険
税
年
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
で
す
。

　
税
率
に
つ
い
て
は
、運
営
協
議
会
の
答
申
に
よ
り
、世
帯
員
状
況
・
世
帯
員

の
収
入
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、「
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
納

付
分（
満
40
〜
65
歳
未
満
の
方
の
み
）」の
合
計
で
、昨
年
同
様
据
え
置
き
と

な
り
ま
し
た
。な
お
、賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
は
、政
令
で
定
め
る
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

７
月
は
、国
民
健
康
保
険
税
の「
本
算
定
」で
す
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　◎受験資格　昭和63年 4月2日から平成8年�
� � 4�月1日までに生まれた者
◆消防�
　◎区分　高等学校卒業程度
　◎採用予定人数　10人程度
　◎職務内容　消防部局に勤務し、消防業務に従�
� � 事する。
　◎受験資格　昭和63年 4月2日から平成 8年
　　　　　　　�4�月1日までに生まれた者
問阿蘇広域行政事務組合事務局�総務課�人事係�
　☎24-5111

小国町職員採用試験

阿蘇広域行政事務組合職員採用試験

小国町外一ヶ町公立病院組合職員採用試験

　小国町では、一般事務と保育士の職員採用試験
を行います。詳しくは、チラシまたは小国町役場ホー
ムページをご覧ください。
◎受付期間・時間
　�7月29日（月）～8月16（金）　8：30～17：00
　ただし、土・日を除く。
◎試験日
　第1次試験　9月22日 (日 )
　第2次試験　10月下旬から11月上旬予定
　　　　　　　（１次試験合格者に通知）
◎第１次試験地
　熊本県立阿蘇中央高等学校（阿蘇校舎）
◎申込用紙　小国町役場総務課に用意しています。
◆一般事務
　◎区分　高等学校卒業程度
　◎採用予定人数　3人程度
　◎受験資格　高校卒業程度の者で、昭和58年 4�
� � �月 2日から平成 8年 4月1日まで

に生まれた者
◆保育士
　◎区分　資格免許職
　◎採用予定人数　2人程度
　◎受験資格　昭和58年 4月2日から平成6年�
� � �4月1日までに生まれた者で、保育

士の資格を有する者（平成26年 3
月までに取得見込みの者を含む）

問小国町役場総務課　☎46-2111

　阿蘇広域行政事務組合では、一般事務と消防の
職員採用試験を行います。詳しくは、阿蘇広域行政
事務組合のホームページをご覧ください。
◎受付期間・時間
　7月29日（月）～8月16（金）　8：30～17：00
　ただし、土・日を除く。
◎試�験�日　
　第1次試験　9月22日（日）
　�第 2次試験　第1次試験の合格者は、11月（予
� � 定）に実施する。
◎第１次試験地
　熊本県立阿蘇中央高等学校（阿蘇校舎）
◆一般事務
　◎区分　高等学校卒業程度
　◎採用予定人数　1人程度
　◎職務内容　事務部局・議会事務局に勤務し、�
� � 一般事務に従事する。
　

　小国町外一ヶ町公立病院組合の職員（理学療法
士・作業療法士・薬剤師）採用試験を行います。
◎受付期間・時間
　�7月29日（月）～8月16日（金）　8：15～17：00
　ただし、土・日を除く。
◎試験日
　第1次試験　9月22日（日）
　第2次試験　10月下旬予定
� � （１次試験合格者に通知）
◎第１次試験地
　熊本県立阿蘇中央高等学校（阿蘇校舎）
◆理学療法士
　◎区分　資格免許職
　◎採用予定人数　1人程度
　◎受験資格� 昭和 53年 4月2日以降に生まれ
　� � �た者で、理学療法士の資格を有す

る者（平成26年 3月までに取得見
込みの者を含む）

◆作業療法士
　◎区分　資格免許職
　◎採用予定人数　1人程度
　◎受験資格� 昭和 53年 4月2日以降に生まれ
　� � �た者で、作業療法士の資格を有す

る者（平成26年 3月までに取得見
込みの者を含む）

◆薬剤師
　◎区分　資格免許職
　◎採用予定人数　１人程度
　◎受験資格� 昭和 53年 4月2日以降に生まれ
　� � �た者で、薬剤師の資格を有する者

（平成26年 3月までに取得見込み
の者を含む）

問小国公立病院事務局　☎46-3111
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◎試験種類　甲種全類、乙種全類
◎試�験�日　第1回　9月8日（日）
� 　　第2回　9月16日（月）
◎願書受付期間
　書面申請　7月22日（月）～31日（水）
　電子申請　7月19日（金）～28日（日）
◎試験場所　熊本市
問消防試験研究センター熊本県支部
　☎096-364-5005

　町では、撤去が必要となった下記建物を、一般競
争入札方式により売払います。入札に参加するため
には、事前に参加申込が必要です。詳しくは、下記
問合先までお尋ねください。
◎売払物件　旧小国児童クラブ棟
◎所�在�地　�小国町大字宮原字宮向172番地の１
　　　　　　（小国小学校敷地内）
◎構�������造　軽量鉄骨プレハブ　平屋
◎床�面�積　99.66㎡（15.300ｍ×6.514ｍ）
◎最低売払い価格　1,000,000円
◎入�札�日　��7月31日（水）
問小国町役場福祉課　☎46-2116

　パラソルセンターでは、じどうかんこどもまつりと
して、劇団風の子九州による児童劇『にっこりぽっ
かり座』の上演とワークショップ「折り紙でねずみの
嫁入り」をおこないます。たくさんの小国の子どもた
ちの参加をお待ちしています。

消防設備士試験のお知らせ

町の建物をお売りします

第14回じどうかんこどもまつりのお知らせ

　小国町では　光ファイバー網が整備され、都市部
と同様の超高速インターネットサービスが利用でき
るようになりました。インターネット上では、無料の
大学受験用動画サイトも開設されています。ネットに
つなげば、経済や距離などの壁を越えて、新しい学
びの場を利用できます。
　今回、大学生で「マナビー」というそのようなサイ
トを提供している代表の花房氏を講師に迎え、小国
町にいるからこそできるネット時代の新しい受験勉強
法を紹介します。
　この講演会に参加を希望する人は、下記問合せ先
まで申し込んでください。
◎講師　マナビ―代表　花房孟胤氏
◎日時　7月15日（月）　19：30～
◎場所　小国町山村開発センター
問小国町役場情報課情報処理係　☎46-2113

「インターネットを活用した
大学受験勉強に関する講演会」のお知らせ

【おといあわせ】 

 パラソルセンター（小国町隣保館・児童館）☎４６－５７２０ 
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　7月と8月は夏休みに入ることもあり、青少年の
生活リズムが乱れ非行に陥りやすいとされています。
　家庭、学校、職場、地域社会の実情に応じた具
体的な活動に、あなたも積極的に参加して、県民一
人ひとりが青少年の非行問題に取り組みましょう。
◎期間　7月と８月の２ヶ月間
◎重点目標：
　�①インターネット利用に係る非行及び犯罪被害　
　防止対策の推進
　②有害環境への適切な対応
　③薬物乱用対策の推進
　④不良行為及び初発型非行（犯罪）の防止
　⑤再非行（犯罪）の防止
　⑥いじめ・暴力行為等の問題行動への対応
　⑦青少年の福祉を害する犯罪被害の防止

「夏の青少年育成県民総ぐるみ運動」
青少年の非行防止は地域全体で取り組みましょう！
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学 校 公 開 日
7/16 火 小国小・小国中　9：30�～�12：30

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 7 / 16 ・ 23 ・ 30　　�8 / 6 ・13

木 7 / 18 ・ 25　　　　���8 / 1 ・ 8 ・ 15
　　　　◎場所　小国町役場１階�相談室
　　　　◎時間　9：00～16：00
※�訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、
債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。　　

税 務 告 知 板
問小国町役場�税務課　☎ 46-2130

◎7月の町税　固定資産税（第2期分）
◎納期限及び口座振替日　7月25日（木）
税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願い
します。

7 16 8 15
文月

水 道 当 番 店

21 日

北里電業水道設備㈲ ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

28 日

（有）　伊　藤　設　備 ☎46-2231

（資）� � 小国資源開発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

4 日

伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

（有）大 阿 蘇 電 総 ☎46-4325

11 日

（有）宇 野 電 器 ☎46-2240

（有）財 津 総 業 ☎46-2819

キタザト商店水道部 ☎46-6148

7

8

　次のみなさんから寄付していた
だいたので、お礼とともにお知ら
せします。

◎香典返しとして
　下城坂下　　　中嶋　一嗣様
　　　　　　故人　　スミ子様
　下城９５７　　原山　陽祐様
　　　　　　故人　河津安生様
　北里七日市　　佐藤　ヨシ様
　　　　　　故人　　千代實様
◎寄付として
　小国町ゴルフ協会
　　　　　�　会長　松崎俊一様

　皆様からいただいた寄付金は、
小国町の社会福祉事業に有意義に
使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

社協告知板
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元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

７17 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

18 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

19 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

24 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

25 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

26 金
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村集会所

31 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

1 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

2 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

7 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

8 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

9 金
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村公民館

16 火
第31回小国町ミニバレーボール大会
（小国ドーム　開会式19：00～）7/18まで

17 水

18 木
1歳6ヶ月児健診
� 開発 �受付13：00～13：15

19 金 小学校終業式

20 土
北里文庫オープニングセレモニー
小国スロバキア国立オペラ2013　ヴェル
ディ椿姫

21 日 第23回参議院議員通常選挙投票日

22 月

23 火 中学校終業式

24 水

25 木 無料法律相談� 開発 �10：00～15：00

26 金 育児相談�開発 �10：00～12：00

27 土

28 日
全日本中学生ホッケー大会九州地区予選

（林間広場）

29 月

30 火

31 水

1 木

2 金
年金相談� 開発 �10：00～15：00
【予約制☎096（367）2503】

3 土 ふくし夏祭り

　4 日  パラソル 休館日

　5 月
小国家畜市場
心配ごと相談� パラソル�10：00～11：30

　6 火

7 水
3～4ヶ月児健診・6～7ヶ月児健診
 開発 �受付13：00～13：15

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水 ふるさとの夏祭り

15 木

休日在宅医
7/21~
���8/11 小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

　21 古 閑 医 院 ☎22-3000
　28 大 阿 蘇 病 院 ☎22-2111
　���4 問 端 内 科 ☎32-0102
　11 小 野 主 生 医 院 ☎32-0039

15

おぐにのカレンダー

※�カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。

�� パラソル �パラソルセンター　� 開発 �開発センター

7

8

7

8

7

8
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兄 は太一（たいち）くん。小国小学校の6年生です。オシャレが好きという太一く
んは、自衛隊員になったいとこのお兄さんに憧れていて、太一くん自身も自

衛隊に入隊するのが夢でした。元々、星座に詳しかった太一くん。現在は、アニメの
影響もあって将来の夢は、宇宙飛行士だとか。「いつから夢が変わったの？」と聞く
と、遊びに来ていたお友達が、太一くんより先に「5年生のときから」と教えてくれま
した。いつもたくさんの友達に囲まれている太一くん。5月の修学旅行で行った宇宙
科学館で、また夢が大きく広がった太一くんのことをお友達も応援してくれているよ
うです。

妹 は、ひなたちゃん。小国小学校の2年生です。歌うことと踊ることが大好きとい
う社交的な性格。お兄ちゃんと一緒に通っているお習字教室では、先生と話

すのが何より楽しみだとか。「字をきれいに書けるようになる」というのが目標のひ
なたちゃん。先生のお手本をしっかり見て練習したら、もっともっときれいな字が書
けるようになるよ。色々なことに興味があるひなたちゃん、手先が器用なので、ティ
シュケース（写真）やふでばこも自分で作ります。まだ7歳だというのに、ミシン掛け
がとっても上手。デザートは、見た目にもこだわります。そんな多趣味なひなたちゃ
んの将来の夢は、ナント忍者になること。ぜひ、その姿を見たいですね～♪

二 人の成長は、佐藤家の年賀状で見ることができます。毎年、家族が全力投
球で作るアイディアいっぱいの年賀状には、その年の干支にちなんだ二人

の姿。巳年の今年は、ヘビ使いに太一くんが、に可愛いヘビにはひなたちゃんが扮
しました。寅年の2010年には、寅さんとさくら。若かりし日のお父さんとお母さんの
姿も入っています。いつまで付き合ってくれるかちょっと心配なお母さん。まだまだ
ちゃんと付き合ってくれますよ。
家族からのメッセージ

≪太一へ≫　どんな夢でもそれを達成するためには、いま何をしなければな
らないかを考えて欲しいです。目標の方からは、近づいてきてくれませんか
らね。いつも応援しています。
≪ひなたへ≫　よく「しっかりしていますね」と言われるけれど、家ではお
母さんの後を追いかけてばかり。食べることが大好きなので、今では畑でト
マトを育てています。大きく育つといいね。

小
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その294佐藤さん家のきょうだい編ある日掛かってきた1本の電話。「大
震災のとき、ティッシュペーパーな
どたくさんの救援物資を届けていた
だきました。その節はありがとうご
ざいました。それで、ちょっとお願
いがあるのですが・・・」。電話の
相手は、山形県の小国町の広報担当
者。お願いというのは、「議会で震
災時にいただいた物資に関する報告
をするので、もしその時のことが分
かる広報があれば送って欲しい」と
いうものでした。
みなさん、覚えていますか？　東日
本大震災が起こった後、町からの急
なお願いにも関わらず、多くのみな
さんが救援物資を抱えて役場に来て
くれたことを。当時の様子が分かる
広報おぐに2011年4月号を送ったと
ころ、こんなメールが届きました。
「当時は流通の断絶によってかなり
の物資不足がおきていたこと加え、
東北の玄関口ということで、町外
から相当に多くの人が流入してい
て、ティッシュと紙おむつが全くな
くなっていました。それゆえ、ト
ラックのウィングが開いて山積みの
ティッシュを見たとき、歓声が上が
りました。また、運搬作業をしなが
ら、メッセージが入ったものを見つ
けては、嬉しさに涙を流したのを鮮
明に覚えています。本当にありがと
うございました。」
東日本大震災から2年4ヶ月、その
間に阿蘇でも災害が発生し、今まで
以上に防災に対する意識は高まって
います。ですが、私たちはいつどこ
で被災者になるか分かりません。こ
の時期は特に安心できないことは、
言うまでもないでしょう。今のうち
に、避難場所や非常食、家族との連
絡方法などを確認しておきましょう
　　　　　　　　　　　　(モリエミ)
　　　　　　　　山形県小国町への救援物資

　　　　　　　　（広報おぐに2011年4月号）

町のうごき
平成25年6月1日現在（前月比）

総人口　7,949人　（－1）
男　性　3,777人　（－4）
女　性　4,172人　（＋3）
世帯数　3,115戸　（＋5）

このコーナーでは、子どもたちを中心に小国の家族を紹介していきます。今月は、北里
家から紹介された宮原の佐藤家のきょうだいが登場します。父は寿雄さん、母は小由
里さんです。

編  集  後  記


